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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
委
員
が
製
造
販
売
業
者
等
か
ら
寄
附
金
を
受
領
し
て
い
た
場
合
に
は
、
刑
法
第
百
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
抵
触
」
す
る
か
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
職
務
に
関
し
、
賄
賂
を
収
受
し
」
た
と
い
え
る
か
否
か
を
含
め
、

犯
罪
の
成
否
は
、
捜
査
機
関
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
き
個
々
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
薬
事
審
議
会
審
議
参
加
規
程
」
に
関
し
て
は
、
令
和
六
年
三

月
二
十
二
日
の
参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
参
考
人
が
「
審
議
会
へ
の
参
加
規
程
は
、
弁
護
士
等
の
外
部
委

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
審
議
参
加
に
関
す
る
遵
守
事
項
の
検
証
・
検
討
委
員
会
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
お
い

て
、
従
来
の
遵
守
事
項
の
運
用
状
況
や
我
が
国
や
海
外
状
況
、
特
に
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
規
程
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討

さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
審
議
会
の
都
度
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
企
業
と
委
員
の
利
益
相
反
を
確
認
し
、
公
表
し
て
お

り
、
議
論
の
公
平
性
や
透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
額
で
あ
っ
て
も
企
業
か
ら
金
銭
を

受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
不
適
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
審
議
会
へ
の
参
加
に
当
た

っ
て
は
、
企
業
等
と
の
間
で
審
議
の
公
平
性
に
疑
念
を
生
じ
さ
せ
る
特
別
の
利
害
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
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こ
と
を
参
加
規
程
に
定
め
て
お
り
、
委
員
就
任
時
に
も
こ
の
参
加
規
程
に
基
づ
き
同
様
の
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
委
員
就
任
時
及
び
参
加
時
と
も
利
害
関
係
に
疑
義
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
運
用
を
適
切

に
行
い
、
審
議
会
に
お
け
る
議
論
の
公
平
性
、
ま
た
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
答

弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

感
染
症
の
予
防
に
用
い
ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
「
感
染
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試
験
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
令

和
六
年
三
月
二
十
七
日
付
け
医
薬
薬
審
発
〇
三
二
七
第
四
号
厚
生
労
働
省
医
薬
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
長
通
知
別
添
）
に
お

い
て
、
例
え
ば
、
「
特
定
の
抗
原
を
標
的
と
し
て
免
疫
を
賦
活
化
し
て
薬
効
を
発
揮
す
る
医
薬
品
」
、
「
感
染
性
病
原
体
に

対
す
る
特
異
的
な
免
疫
を
誘
導
す
る
」
も
の
、
「
免
疫
を
賦
活
化
し
て
薬
効
を
発
揮
し
、
主
に
健
康
な
人
に
お
け
る
感
染
症

の
予
防
を
目
的
と
し
て
接
種
さ
れ
る
」
も
の
等
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
緊
急
承
認
制
度
に
お
け
る
承
認
審
査

の
考
え
方
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
別
の
新
規
陽
性
者
数
」
に
関
す
る
資
料
」
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
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係
る
予
防
接
種
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
」
と
い
う
。
）
の
接
種
歴
が
未
記
入
の
場
合
に
お
け
る
分
類
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
六
月
七
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委

員
会
に
お
い
て
、
政
府
参
考
人
が
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
に
お
け
る
発
生
届
の
入
力
画
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

歴
を
入
力
す
る
欄
は
、
当
初
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
や
保
健
所
な
ど
の
現
場
の

入
力
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
接
種
歴
を
特
に
選
択
し
な
い
場
合
に
は
未
接
種
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
形
で
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、
単
純
集
計
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
別
の

新
規
陽
性
者
数
に
関
す
る
資
料
を
作
成
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
二
月
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
入
力
画
面
の
デ
フ
ォ
ル

ト
を
未
記
入
に
変
更
し
た
後
も
、
従
来
ど
お
り
の
取
扱
い
に
の
っ
と
り
、
入
力
デ
ー
タ
を
機
械
的
に
集
計
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
に
毎
回
公
表
し
て
き
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
二

月
以
降
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が
未
記
入
の
方
を
一
律
に
接
種
歴
不
明
で
あ
る
と
し
た
上
で
資
料
を
作
成
し
、
や
は
り
同
じ
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
で
公
表
し
て
き
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
資
料
、
数
字
と
感
染
研
の
数
字
と
の
乖
離

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
委
員
会
で
も
四
月
に
御
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
五
月

十
一
日
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
提
出
資
料
以
降
は
、
感
染
研
に
お
け
る
取
扱
い
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
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厚
生
労
働
省
の
資
料
に
お
き
ま
し
て
も
、
接
種
歴
が
未
記
入
の
方
は
感
染
研
と
同
様
に
接
種
歴
不
明
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
令
和
四
年
四
月
二
十
日
ま
で
の
間
の
「
「
ワ
ク
チ
ン
接
種

歴
別
の
新
規
陽
性
者
数
」
に
関
す
る
資
料
」
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
未
接
種
の
新
規
陽
性
者
数
を
多
く
見
せ
よ
う

と
し
て
い
た
」
わ
け
で
は
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
が
疾
病
の
原
因
と
な
ら
な
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
証
明
し
た
の
か
」
の
趣
旨
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
に
よ
り
発
現
さ
れ
る
ス
パ
イ
ク
タ

ン
パ
ク
質
の
身
体
へ
の
影
響
も
含
め
て
治
験
に
お
い
て
有
効
性
及
び
安
全
性
に
係
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
十
六
歳
以
上
の
四
万
三
千
四
百
四
十
八
例
を
対
象
と
す
る
治
験
等
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
当
該
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
係
る
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
特
例
承
認
に
係
る
報
告
書

に
お
い
て
、
「
本
剤
を
筋
肉
内
投
与
し
た
場
合
、
本
剤
は
主
に
投
与
部
位
に
分
布
し
、
一
部
は
全
身
（
主
に
肝
臓
）
へ
一
時

的
に
分
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
タ
ン
パ
ク
質
を
発
現
す
る
が
、
い
ず
れ
の
部
位
で
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
本
剤
及
び
発
現
し

た
タ
ン
パ
ク
質
は
消
失
す
る
と
推
察
さ
れ
た
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
報
告
書
等
を
踏
ま
え
、
令
和
三
年
二
月
十
二
日
に
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開
催
し
た
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
医
薬
品
第
二
部
会
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
承
認
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
承
認
後
に
お
い
て
も
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
医
薬

品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一

号
）
第
二
百
二
十
八
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
や
医
師
等
は
、
当
該
医
薬
品
の
副
作
用

そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
の
発
生
、
そ
れ
ら
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染

症
の
発
生
等
に
関
す
る
事
項
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、
特
に
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
は
、
同
項
第
二
号
ロ
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
医
薬
品
の
副
作
用
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
使
用
に
よ
る
感
染
症
に
よ
り
が
ん
そ
の
他
の
重
大
な
疾
病
、
障
害
若

し
く
は
死
亡
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
当
該
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
症
例
等
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
使
用
に
よ
る

感
染
症
の
発
生
傾
向
が
著
し
く
変
化
し
た
こ
と
又
は
当
該
医
薬
品
が
承
認
を
受
け
た
効
能
若
し
く
は
効
果
を
有
し
な
い
こ
と

を
示
す
研
究
報
告
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
予
防
接

種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
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三
十
六
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
師
等
は
、
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
が
、
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受

け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
特
定
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
大
臣
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
報
告
に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、
新
型
コ

ロ
ナ
予
防
接
種
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
国
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
確
認
し
、
例
え
ば
、
事
実
関
係
と
し
て
明
ら

か
に
誤
っ
て
い
る
情
報
が
拡
散
さ
れ
、
国
民
等
へ
の
影
響
等
に
鑑
み
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
表
現
の
自
由
に
配
慮
し
つ

つ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
科
学
的
知
見
等
に
基
づ
く
正
確
か
つ
分
か
り
や
す
い
情
報

の
周
知
や
注
意
喚
起
を
行
う
」
に
関
し
て
は
、
令
和
六
年
八
月
三
十
日
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
決
定
（
令
和

四
年
六
月
三
十
日
一
部
改
定
）
）
が
全
面
改
定
さ
れ
、
策
定
さ
れ
た
「
情
報
提
供
・
共
有
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
監
決
裁
）
」
に
お
い
て
新
た
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
令
和
六
年

十
二
月
六
日
現
在
、
こ
れ
に
基
づ
く
国
の
予
算
の
支
出
実
績
は
な
い
。 



 

７ 

 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
提
供
に
資
す
る
た
め
の

国
民
の
認
識
や
意
向
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
提
供
資
材
制
作
一
式
」
及
び
「
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
業
務
一
式
」
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
国
の
予
算
の
支
出
先
及
び
支
出
額
」
は
、
前
者
は
タ
ー
ギ
ス
株

式
会
社
に
令
和
三
年
一
月
か
ら
同
年
三
月
ま
で
で
九
百
七
十
七
万
五
千
四
百
二
十
五
円
で
あ
り
、
後
者
は
株
式
会
社
プ
ラ
ッ

プ
ジ
ャ
パ
ン
に
同
年
二
月
か
ら
令
和
四
年
三
月
ま
で
で
一
億
七
千
百
四
十
七
万
九
千
六
百
円
、
株
式
会
社
電
通
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
同
年
四
月
か
ら
令
和
六
年
三
月
ま
で
で
二
億
三
十
九
万
六
千
五
百
十
六
円
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
偽

・
誤
情
報
へ
の
対
応
状
況
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
情
報
発
信
を
行
い
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
て
、
国
民
が
接
種
を
受
け
る

か
ど
う
か
の
冷
静
な
判
断
を
行
い
得
る
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
保
有
及
び
運
営
し
て
い

る
各
種
広
報
手
段
の
活
用
の
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
令
和
六
年
度
第
二
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
研
究
開
発
及
び
生
産
・
流
通
部
会
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
株



 

８ 

 

に
つ
い
て
検
討
す
る
小
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
期
の
予
防
接
種
（
予
防
接

種
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
予
防
接
種
を
い
う
。
）
に
お
い
て
「
二
○
二
四
／
二
五
シ
ー
ズ
ン
の
定
期
接
種

に
お
い
て
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
抗
原
構
成
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
奨
と
同
様
に
「
Ｊ
Ｎ
．
一
系
統
及
び
そ
の
下
位
系
統

へ
の
よ
り
高
い
中
和
抗
体
を
誘
導
す
る
抗
原
を
含
む
こ
と
と
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
は
一
価
の
Ｊ
Ｎ
．
一
系
統
が
考
え
ら
れ

る
。
」
と
決
定
し
た
。
」
と
さ
れ
、
「
一
価
の
Ｊ
Ｎ
．
一
系
統
」
に
対
応
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の
「
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
」
に
つ
い
て
、
同
年
五
月
三
十
一
日
に
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ 

Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ 

フ

ァ
ル
マ
株
式
会
社
か
ら
法
第
十
四
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項
の
一
部
変
更
承
認
の
申
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
審
査
報
告
書
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
非
臨
床
試
験
」
に
つ
い
て
、

「
本
剤
の
効
力
を
裏
付
け
る
試
験
の
結
果
か
ら
、
本
剤
の
変
異
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
が
、
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
変
異
株
に
対

し
て
免
疫
原
性
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
本
剤
の
一
価
（
Ｊ
Ｎ
．
一
）
ワ
ク
チ
ン
が
、
Ｊ
Ｎ
．
一
系
統
を
は
じ

め
、
現
在
の
流
行
株
を
含
む
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
様
々
な
亜
系
統
（
Ｋ
Ｐ
．
三
系
統
を
含
む
）
に
対
す
る
中
和
抗
体
を
誘
導
し

た
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
Ｊ
Ｎ
．
一
系
統
」
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
類
似
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
株

を
用
い
て
実
施
し
た
臨
床
試
験
に
お
い
て
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
「
非
劣
性
が
検
証
さ
れ
た
」
と



 

９ 

 

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
九
月
十
二
日
に
開
催
し
た
薬
事
審
議
会
医
薬
品
第
二
部
会
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
承
認
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
者
の
献
血
を
拒
否
し
て
い
る
献
血
場
所
」
の
「
存
在
」
は
承
知
し
て
い

な
い
。
な
お
、
日
本
赤
十
字
社
が
行
う
献
血
者
の
採
血
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
二
十
七
日
に
開
催
し
た
令
和
三
年
度

第
一
回
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
血
液
事
業
部
会
安
全
技
術
調
査
会
等
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
血
液
製
剤
の
安

全
性
、
献
血
者
の
安
全
確
保
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
や
副
反
応
の
発
現
頻
度

等
の
観
点
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
応
じ
て
一
定
の
期
間
に
お
け
る
採
血
を
見
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
「
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
に
基
づ
く
健
康
診
断

並
び
に
生
物
由
来
原
料
基
準
第
二
の
一
（
一
）
及
び
二
（
一
）
に
規
定
す
る
問
診
等
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

（
令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
付
け
薬
生
発
一
〇
三
一
第
四
号
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
長
通
知
）
に
お
い
て
、
当
該

期
間
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

八
の
前
段
及
び
中
段
に
つ
い
て 



 

１０ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
ワ
ク
チ
ン
の
被
接
種
者
か
ら
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
産
生
さ
れ
た
物
質
等
が
拡
散
さ
れ
て
他
の
者
に

影
響
を
与
え
る
事
象
」
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、
感
染
性
を
有
す
る
病
原
体
そ
の
も
の
を
接
種
す

る
生
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
飛
沫 ま

つ

又
は
接
触
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
に
用
い
た
病
原
体
が
伝
播 ぱ

す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
が
存
在

す
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
蚊
等
の
吸
血
に
よ
る
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
に
よ
り
健
康
被
害
が
生
じ
た
と
の
事

例
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

八
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
で
あ
る
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
、

「
ワ
ク
チ
ン
の
被
接
種
者
か
ら
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
産
生
さ
れ
た
物
質
等
が
拡
散
さ
れ
て
他
の
者
に
影
響
を
与
え

る
事
象
」
が
生
ず
る
と
の
科
学
的
知
見
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ス
タ
イ
ベ
筋
注
用
が
我
が
国
で
承

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
邦
人
の
海
外
渡
航
に
支
障
が
生
ず
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
は
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
我
が
国
の
ワ
ク
チ
ン
政
策
」
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
係
る
情
報
を
含
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
仮
に
外
国
政
府
か
ら
安
全
性
に
関
す
る
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
た
場
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合
に
は
、
適
切
に
説
明
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
本
年
六
月
一
日
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
は
、
財
政
事
項
を
含
む
国
際
約
束
で
あ
り
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
参
議
院
議
員
須
藤
元
気
君
提
出
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
及
び
国
際
保
健
規
則
改
正
案
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
令
和
六
年
二
月
九
日
内
閣
参
質
二
一
三
第
一
一
号
）
一
に
つ
い
て
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
、
国
際
保
健
規
則
は
世
界
保
健
機
関
憲
章
（
昭
和
二
十
六
年
条
約
第
一
号
）
上
の
規
則
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
り
、
同
規
則
そ
の
も
の
は
条
約
で
は
な
く
、
同
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
「
国
会
の
承
認
」
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
「
本
年
六
月
一
日
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
改
正
」
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
国
会
承

認
条
約
に
該
当
す
る
」
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
「
同
改
正
に
基
づ
き
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
緊
急
事
態
」
に
該
当
す
る
場
合
に
発
出
さ
れ
る
勧
告
は
、
従
来
と
同

様
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
第
一
条
に
お
い
て
、
勧
告
と
は
、
世
界
保
健
機
関
が

発
出
す
る
拘
束
力
を
有
し
な
い
助
言
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。 


